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LIFE　LIGHT　LOVE

東 北 学 院 時 報

収 益 事 業 会 計 予 算 書
2022年₄月１日から
2023年₃月31日まで

（単位：円）
 科　　　目 2022年度予算

Ⅰ営業損益 　
（1）営業収益 17,558,000
（2）営業費用 8,844,000
営業利益 8,714,000

Ⅱ営業外損益
（1）営業外収益 1,000
経常利益 8,715,000
学校会計繰入前利益 8,715,000
学校会計繰入金支出 7,737,000
税引前当期純利益 978,000
法人税、住民税及び事業税 978,000
当期純利益 0

【
事
業
活
動
収
支
予
算
書
】

二
〇
二
二
年
度
予
算
の
概

略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
教
育
活
動
収
支
〉

教
育
活
動
収
支
に
つ
い
て
、

教
育
活
動
収
入
計
は
、二
〇
二

一
年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て
、

約
七
千
二
百
四
十
五
万
円
減

の
約
百
七
十
六
億
八
千
十
万

円
と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主

に
、経
常
費
等
補
助
金
の
増
と

学
生
生
徒
等
納
付
金
お
よ
び

寄
付
金
な
ど
の
減
の
差
異
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、教
育
活
動
支
出
計
は
、

二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に

比
べ
て
約
二
十
一
億
三
百
六

十
二
万
円
増
の
約
百
八
十
億

千
四
百
四
十
二
万
円
と
見
込

ん
だ
。こ
れ
は
主
に
大
学
部
門

に
お
い
て
二
〇
二
二
年
九
月

末
に
竣
工
予
定
の
五
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
新
校
舎
に
関
し
、什
器

備
品
取
得
や
移
転
関
係
費
用

お
よ
び
施
設
設
備
取
得
に
係

る
減
価
償
却
額
を
見
込
ん
だ

こ
と
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
活
動
収
入
の
な
か
で

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、二
〇

二
一
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
約
六
千
四
百
四
十
七
万
円

減
の
約
百
四
十
二
億
七
千
六

百
二
万
円
と
見
込
ん
だ
。こ
れ

は
主
に
コ
ロ
ナ
禍
が
依
然
と

し
て
終
息
状
況
に
な
い
こ
と

を
考
慮
し
て
、学
納
金
へ
の
影

響
を
堅
く
見
込
ん
だ
こ
と
お

よ
び
幼
稚
園
部
門
の
施
設
型

給
付
幼
稚
園
へ
の
移
行
に
伴

う
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

手
数
料
は
、二
〇
二
一
年
度

補
正
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
の
約

二
億
九
千
七
百
七
十
八
万
円

と
見
込
ん
だ
。

寄
付
金
は
、過
去
実
績
に
基

づ
き
、二
〇
二
一
年
度
補
正
予

算
に
比
べ
て
約
一
億
二
千
二

百
四
十
六
万
円
の
減
と
見
込

ん
だ
。こ
れ
は
主
に
前
年
度
高

等
学
校
部
門
に
お
い
て「
高
等

学
校
硬
式
野
球
部
甲
子
園
サ

ポ
ー
ト
募
金
」な
ど
の
実
績
が

あ
っ
た
こ
と
と
の
差
異
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

経
常
費
等
補
助
金
は
、主
に

大
学
部
門
の
私
立
大
学
等
経

常
費
補
助
金
の
増
減
率
の
見

直
し
な
ど
に
よ
る
増
お
よ
び
幼

稚
園
部
門
の
施
設
型
給
付
幼

稚
園
へ
の
移
行
に
よ
る
施
設
型

給
付
費
の
増
な
ど
を
考
慮
し
、

二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に
比

べ
て
、約
一
億
四
千
三
百
三
十

二
万
円
の
増
と
見
込
ん
だ
。

付
随
事
業
収
入
は
、主
に
補

助
活
動
収
入
の
う
ち
大
学
部

門
の
寄
宿
舎
の
閉
鎖
に
伴
う

舎
費
の
減
な
ど
を
見
込
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、二
〇
二
一
年
度
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
千
四
百
四

十
四
万
円
の
減
と
見
込
ん
だ
。

雑
収
入
は
、主
に
大
学
部
門

の
退
職
者
の
減
に
伴
う
私
立
大

学
退
職
金
財
団
交
付
金
収
入

の
減
に
よ
り
、二
〇
二
一
年
度

補
正
予
算
に
比
べ
て
千
四
百
四

十
六
万
円
の
減
と
見
込
ん
だ
。

教
育
活
動
支
出
の
中
で
最

せ
た
経
常
収
支
差
額
は
、二
〇

二
一
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
約
二
十
二
億
五
千
四
百
四

十
八
万
円
減
の
約
二
億
七
千

二
百
九
十
八
万
円
の
支
出
超

過
と
見
込
ん
だ
。

〈
特
別
収
支
〉

最
後
に
、特
別
収
支
に
つ
い

て
、特
別
収
入
計
は
二
〇
二
一

年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約

二
千
六
百
八
十
万
円
の
増
と

見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主
に
大
学

部
門
の
施
設
売
却
差
額
な
ど

を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

特
別
支
出
計
は
、二
〇
二
一

年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約

七
千
三
百
三
十
一
万
円
の
増

と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主
に
大

学
部
門
工
学
部
の
図
書
の
除

却
な
ど
に
係
る
設
備
処
分
差

額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、特
別
収
支
差
額

は
、二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算

に
比
べ
て
約
四
千
六
百
五
十

二
万
円
減
の
約
三
千
八
百
四

十
六
万
円
の
支
出
超
過
と
見

込
ん
だ
。

〈
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
〉

以
上
の
こ
と
か
ら
、基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
、

二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に
比

べ
て
約
二
十
三
億
九
十
九
万
円

減
の
約
三
億
千
百
四
十
三
万

円
の
支
出
超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
基
本
金
組
入
額
合
計
〉

基
本
金
組
入
額
合
計
は
、二

〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
約
四
十
五
億
五
千
六
百
九
十

五
万
円
減
の
約
六
十
七
億
九

百
十
四
万
円
と
見
込
ん
だ
。こ

れ
は
主
に
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
当
年
度
収
支
差
額
〉

そ
の
結
果
、当
年
度
収
支
差

額
は
、二
〇
二
一
年
度
補
正
予

算
に
比
べ
て
約
二
十
二
億
五

千
五
百
九
十
五
万
円
支
出
超

過
が
減
少
し
、約
七
十
億
二
千

五
十
七
万
円
の
支
出
超
過
と

見
込
ん
だ
。

〈
基
本
金
取
崩
額
〉

基
本
金
取
崩
額
は
、榴
ケ
岡

部
門
に
お
い
て
、機
器
の
除
却

な
ど
に
よ
り
約
三
千
百
六
十

七
万
円
と
見
込
ん
だ
。

〈
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
〉

累
積
の
収
支
を
示
す
翌
年

度
繰
越
収
支
差
額
は
、二
百
六

十
四
億
千
五
百
八
十
六
万
円

の
支
出
超
過
と
見
込
ん
だ
。

【
資
金
収
支
予
算
書
】

資
金
収
支
予
算
書
に
お
け

る
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
に

つ
い
て
、二
〇
二
一
年
度
補
正

予
算
に
比
べ
て
約
九
億
四
百

四
十
七
万
円
増
の
約
百
十
三

億
千
八
百
四
十
九
万
円
と
見

込
ん
だ
。な
お
、二
〇
二
二
年

度
末
に
お
い
て
、現
預
金
で
あ

る
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
の

ほ
か
に
、支
払
資
金
に
充
当
可

能
な
資
金
と
し
て
、有
価
証
券

に
譲
渡
性
預
金
と
し
て
総
合

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
関
連

支
払
設
定
資
金
を
除
き
短
期

三
十
三
億
円
を
保
有
す
る
予

定
で
あ
る
。

【
収
益
事
業
会
計
予
算
書
】

本
法
人
の
会
計
は
学
校
法

人
会
計
と
収
益
事
業
会
計
に

区
分
し
て
行
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
度
の
収
益
事

業
の
内
容
は
、駐
車
場
用
地
賃

貸
な
ど
で
あ
る
。収
益
事
業
会

計
に
お
い
て
生
じ
た
利
益
金

は
、そ
の
一
部
又
は
全
部
を
学

校
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も
の

と
し
、二
〇
二
二
年
度
は
約
七

百
七
十
四
万
円
を
学
校
会
計

の
付
随
事
業
・
収
益
事
業
収

入
に
計
上
し
て
い
る
。

以
上
、二
〇
二
二
年
度
予
算

は
、「
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
第

Ⅳ
期
」お
よ
び「TG

 G
rand 

Vision 150

」に
沿
っ
た
各

設
置
学
校
の
重
点
施
策
の
実

現
を
念
頭
に
編
成
し
た
。

本
院
は
、建
学
の
精
神
の
堅

持
を
根
本
理
念
と
し
、㈠
教
育

事
業
を
安
定
的
に
持
続
さ
せ

る
経
営
、㈡
社
会
的
に
適
切
と

さ
れ
る
経
営
、㈢
社
会
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果
た
す
経
営
、

の
三
つ
の
基
本
方
針
に
よ
り
教

育
事
業
の
経
営
に
当
た
る
こ

と
を
経
営
理
念
と
し
て
い
る
。

「TG Grand Vision 150

」

に
基
づ
く
経
営
計
画
の
実
現

は
、本
法
人
の
発
展
と
将
来
的

な
経
営
の
安
定
化
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。経
営
理
念
に

則
り
、経
営
計
画
を
実
現
す
る

た
め
の
安
定
的
な
財
政
基
盤

の
確
立
に
は
、収
支
の
健
全
化

　
二
〇
二
二
年
度
は
、「TG Grand Vision 150

」の
第

Ⅰ
期
中
期
計
画（
二
〇
一
六
～
二
〇
二
〇
年
度
）の
実
施
状

況
と
そ
の
点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
第
Ⅱ
期

中
期
計
画（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
五
年
度
）
の
二
年
目
に

当
た
る
。
本
事
業
計
画
は
、
こ
の
中
期
計
画
の
中
に
あ
る

二
〇
二
二
年
度
の
単
年
度
計
画
と
し
て
策
定
し
た
。

㈠
学
校
法
人
部
門

　

建
学
の
精
神
に
立
脚
し
、継

続
性
、法
令
順
守
、説
明
責
任

と
い
う
三
つ
の
経
営
理
念
を
堅

持
し
つ
つ
、経
済
合
理
性
に
基

づ
く
法
人
運
営
を
遂
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、二
〇
二
二
年
度

の
各
設
置
学
校
お
よ
び
諸
部

署
の
事
業
計
画
を
着
実
に
実

施
す
る
。

　
特
に
、本
法
人
の
将
来
を
委

ね
る
最
も
重
要
な
事
業
で
あ

る「
東
北
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
計
画（
大
学
ア
ー
バ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
）」に
お
い

て
、二
〇
二
二
年
度
は
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
設
工
事
が
完
成
に

向
け
て
大
き
く
進
む
年
度（
九

月
三
十
日
竣
工
予
定
）で
あ

り
、仙
台
市
中
心
部
に
お
け
る

本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

る
こ
の
計
画
を
完
遂
す
る
べ

く
取
り
組
む
。併
せ
て
既
存
施

設
・
設
備
の
計
画
的
な
整
備

を
継
続
し
て
行
う
。

　

さ
ら
に
、五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

の
供
用
開
始
に
向
け
、事
務
組

織
機
能
の
効
率
化
と
戦
略
的

政
策
立
案
型
職
員
の
育
成
を

目
指
し
、事
務
組
織
の
改
編
に

取
り
組
む
。ま
た
、運
営
面
で

は
本
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド

に
基
づ
き
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
と
健
全
性
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
る
。

㈡
大
学
部
門

　

私
立
大
学
を
取
り
巻
く
厳

し
い
近
年
の
社
会
情
勢
に
対

応
し
て
、建
学
の
精
神
に
立

脚
し
た
教
育
改
革
に
一
層
取

り
組
み
、
東
北
・
北
海
道
地

区
最
大
の
私
立
総
合
大
学
と

し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
段

と
高
め
、「
社
会
か
ら
選
ば
れ

る
」た
め
の
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。
と
り

わ
け
、「TG

 G
rand Vision 

150

」の
中
核
的
事
業
で
、本

学
の
将
来
に
と
っ
て
礎
と
な

る「
東
北
学
院
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
計
画（
大
学
ア
ー

バ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
）」

は
、二
〇
二
二
年
度
に
お
い
て

も
最
重
点
課
題
と
し
て
強
力

に
推
し
進
め
て
い
く
。
特
に

五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
供
用
開

始
に
向
け
た
移
転
や
統
合
、改

編
な
ど
に
不
可
欠
な
タ
ス
ク

を
、遺
漏
・
遅
滞
な
き
よ
う
着

実
に
進
め
る
。

　

教
学
面
で
は
、教
育
の
質

の
向
上
に
向
け
た
不
断
の
取

り
組
み
を
行
い
、時
代
の
ニ
ー

ズ
に
沿
う
新
た
な
学
部
・
学

科
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を

一
層
推
進
す
る
。併
せ
て
学
生

自
ら
が
得
た
学
び
を
言
語
化

で
き
る
よ
う
学
習
成
果
の
可

視
化
を
図
り
、教
育
の
Ｄ
Ｘ

（Digital Transform
ation

）

化
と
学
習
支
援
体
制
の
さ
ら

な
る
整
備
に
努
め
る
。ま
た
、

学
生
一
人
一
人
が
安
心
し
て

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、奨
学
金
の
充
実
な
ど

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
と
い
う
新

し
い
生
活
様
式
の
下
で
学
生

支
援
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
く
。

㈢
中
学
校
・
高
等
学
校
部
門

　
四
月
か
ら
の「
共
学
化
」を
機

に
、「
未
来
学
力
」を
育
む
学
校

改
革
の
着
実
な
推
進
に
取
り
組

む
。建
学
の
精
神
に
立
脚
し
た

「
と
も
に
生
き
る
力
を
育
む
、未

来
志
向
で
生
徒
中
心
の
学
校
」

を
目
指
し
て
教
育
効
果
と
教
育

実
績
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

教
育
面
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

な
ど
を
計
画
的
に
整
備
す
る
。

入
試
改
革
、募
集
広
報
、教
育

改
革
な
ど
、不
断
の
学
校
経
営

の
改
革
に
向
け
て
の
努
力
を

続
け
る
。

㈣
榴
ケ
岡
高
等
学
校
部
門

　

二
〇
二
二
年
度
は
、コ
ー
ス

制
導
入
に
よ
る
教
育
効
果
の
検

証
と
教
育
内
容
の
改
善
を
行

い
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図

る
。ま
た
、三
つ
の
コ
ー
ス
が
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
と
す
る
特
色
を

実
現
す
る
た
め
、三
年
間
を
通

じ
た
教
育
活
動
の
シ
ラ
バ
ス
を

作
成
す
る
な
ど
、生
徒
一
人
一

人
の
目
標
の
実
現
を
計
画
的
に

支
援
す
る
姿
勢
を
広
く
周
知

を
し
て
い
く
。さ
ら
に
、出
張
講

義
や
ゼ
ミ
へ
の
参
加
な
ど
、東

北
学
院
大
学
と
の
連
携
の
強
み

や
特
色
を
活
か
し
た
教
育
活

動
に
取
り
組
む
。

㈤
幼
稚
園
部
門

　

二
〇
二
二
年
度
か
ら
、子
ど

も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
る

施
設
型
給
付
幼
稚
園
と
い
う
新

体
制
の
下
で
、建
学
の
精
神
に

基
づ
く
人
格
教
育
は
礼
拝
を
通

し
て
行
う
こ
と
を
堅
持
す
る
。

　
併
せ
て
、教
育
の
質
の
向
上
と

と
も
に
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
き
、地
域
に
根

差
し
地
域
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る

幼
稚
園
と
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。

も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
人

件
費
は
、二
〇
二
一
年
度
補
正

予
算
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
八
十

九
億
八
百
四
十
九
万
円
と
見

込
ん
だ
。

教
育
研
究
経
費
は
、二
〇
二

一
年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て

約
十
九
億
五
千
五
百
四
万
円

の
増
と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主

に
、大
学
部
門
に
お
い
て
二
〇

二
二
年
九
月
末
に
竣
工
予
定

の
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎

に
関
し
、什
器
備
品
取
得
や
移

転
関
係
費
用
お
よ
び
施
設
設

備
取
得
に
係
る
減
価
償
却
額

を
見
込
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

管
理
経
費
は
、二
〇
二
一
年

度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約
一

億
四
千
二
百
五
十
三
万
円
の

増
と
見
込
ん
だ
。増
加
の
理
由

は
教
育
研
究
経
費
と
ほ
ぼ
同

内
容
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、教
育
活
動
収
支

差
額
は
、約
二
十
一
億
七
千
六

百
八
万
円
減
の
約
三
億
三
千

四
百
三
十
二
万
円
の
支
出
超

過
と
見
込
ん
だ
。

〈
教
育
活
動
外
収
支
〉

次
に
教
育
活
動
外
収
支
に

つ
い
て
、教
育
活
動
外
収
入
計

は
、二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算

に
比
べ
て
約
八
千
二
十
四
万

円
減
の
約
六
千
六
百
三
十
二

万
円
と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主

に
受
取
利
息
・
配
当
金
の
減

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
活
動
外
支
出
計
は
、借

入
金
償
還
計
画
に
基
づ
く
借

入
金
等
利
息
の
減
少
に
よ
り
、

二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に

比
べ
て
約
百
八
十
四
万
円
の

減
と
見
込
ん
だ
。

そ
の
結
果
、教
育
活
動
外
収

支
差
額
は
、二
〇
二
一
年
度
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
七
千
八

百
四
十
一
万
円
減
の
約
六
千

百
三
十
五
万
円
の
収
入
超
過

と
見
込
ん
だ
。

〈
経
常
収
支
差
額
〉

教
育
活
動
収
支
差
額
と
教

育
活
動
外
収
支
差
額
を
合
わ

二
〇
二
二
年
度
の
学
校
法
人
東
北
学
院
の
予
算
は
、「
東
北
学

院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画（
大
学
ア
ー
バ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
）」に
基
づ
く
事
業
お
よ
び｢TG Grand Vision 150｣

第
Ⅱ
期
中
期
計
画（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
五
年
度
）並
び
に

「
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
第
Ⅳ
期
」（
二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
五

年
度
）の
財
政
指
標
の
達
成
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
方
針

に
基
づ
き
編
成
を
行
っ
た
。

2022年度
学
校
法
人 

東
北
学
院

事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

事
業
計
画

Ⅰ
予
算
に
つ
い
て

Ⅱ
常
任
理
事（
総
務
担
当
）　
阿
部
　
重
樹

常
任
理
事（
財
務
担
当
）　
鈴
木
　
勇

お
よ
び
自
己
資
金
の
確
保
は

不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、今
後
と
も
既
存
事

業
を
徹
底
的
に
見
直
し
、経
営

資
源
投
入
の
選
択
と
集
中
を

一
層
推
し
進
め
、「TG

 G
rand 

Vision 150

」を
実
現
す
る

強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
を

推
し
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

資 金 収 支 予 算 書
2022年₄月１日から
2023年₃月31日まで収入の部 （単位：円）

 科　　　目 2022年度予算 2021年度補正予算 差　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入                            　 14,276,023,000 　 14,340,488,000 △ 　64,465,000
手 数 料 収 入                                  　 297,779,000 　 297,725,000 54,000
寄 付 金 収 入                                  　 140,814,000 　 256,554,000 △ 　115,740,000
補 助 金 収 入                                  　 2,406,772,000 　 2,263,456,000 143,316,000
資 産 売 却 収 入                                　 4,038,500,000 　 10,260,000,000 △ 　6,221,500,000
付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入                                    　 82,870,000 　 104,138,000 △ 　21,268,000
受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 　 58,581,000 　 131,991,000 △ 　73,410,000
雑 収 入                                      　 573,980,000 　 544,737,000 29,243,000
借 入 金 等 収 入 0 　 0 0
前 受 金 収 入                                  　 2,766,499,000 　 2,672,804,000 93,695,000
そ の 他 の 収 入                                　 9,375,956,000 　 11,037,638,000 △ 　1,661,682,000
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 　3,096,874,000 △ 　3,045,261,000 △ 　51,613,000
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 　 10,414,018,615 　 7,491,363,615 2,922,655,000
収 入 の 部 合 計  41,334,918,615  46,355,633,615 △△  5,020,715,000

支出の部 （単位：円）
 科　　　目 2022年度予算 2021年度補正予算 差　　異

人 件 費 支 出                                  　 8,993,913,000 　 8,955,057,000 38,856,000
教 育 研 究 経 費 支 出                            　 5,426,266,000 　 3,990,440,000 1,435,826,000
管 理 経 費 支 出                                　 1,414,678,000 　 1,306,147,000 108,531,000
借 入 金 等 利 息 支 出 4,973,000 　 6,809,000 △ 　1,836,000
借 入 金 等 返 済 支 出 600,000,000 　 600,000,000 0
施 設 関 係 支 出                                　 5,567,149,000 　 12,541,458,000 △ 　6,974,309,000
設 備 関 係 支 出                                　 2,640,370,000 　 135,534,000 2,504,836,000
資 産 運 用 支 出                                　 2,425,282,000 　 5,130,008,000 △ 　2,704,726,000
そ の 他 の 支 出                                　 3,476,681,000 　 3,640,602,000 △ 　163,921,000

〔 予 　 備 　 費 〕 0 　 0 0
資 金 支 出 調 整 勘 定                            △ 　532,885,000 △　 　364,440,000 △ 　168,445,000
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金                          11,318,491,615 　 10,414,018,615 904,473,000
支 出 の 部 合 計 41,334,918,615  46,355,633,615 △△  5,020,715,000

事 業 活 動 収 支 予 算 書
2022年₄月１日から
2023年₃月31日まで （単位：円）

教

育

活

動

収

支

科　　　　　目 2022年度予算 2021年度補正予算 差　　異

事 業 活 動
収 入 の 部

学 生 生 徒 等 納 付 金                             14,276,023,000  14,340,488,000 △ 　64,465,000
手 数 料                                       297,779,000  297,725,000   54,000
寄 付 金                                       117,547,000  240,008,000 △ 　122,461,000
経 常 費 等 補 助 金                                       2,406,592,000  2,263,276,000  143,316,000
付 随 事 業 収 入                                     75,133,000  89,568,000 △ 　14,435,000
雑 収 入                                       507,027,000  521,487,000 △ 　14,460,000
教 育 活 動 収 入 計                                 17,680,101,000  17,752,552,000 △ 　72,451,000

事 業 活 動
支 出 の 部

人 件 費                                       8,908,488,000  8,902,432,000  6,056,000
教 育 研 究 経 費                                 7,479,830,000  5,524,791,000 1,955,039,000
管 理 経 費                                     1,626,106,000  1,483,577,000 142,529,000
徴 収 不 能 額 等  0  0 0
教 育 活 動 支 出 計                                 18,014,424,000  15,910,800,000  2,103,624,000

教 育 活 動 収 支 差 額                             △△ 334,323,000  1,841,752,000 △ △  2,176,075,000

教
育
活
動
外
収
支

科　　　　　目 2022年度予算 2021年度補正予算 差　　異

事 業 活 動
収 入 の 部

受 取 利 息・ 配 当 金                             58,581,000  131,991,000  △ 　73,410,000
その他の教育活動外収入  7,737,000  14,570,000  △ 　6,833,000
教 育 活 動 外 収 入 計                                 66,318,000  146,561,000  △ 　80,243,000

事 業 活 動
支 出 の 部

借 入 金 等 利 息                                 4,973,000  6,809,000  △ 　1,836,000
その他の教育活動外支出  0  0  0
教 育 活 動 外 支 出 計                                 4,973,000  6,809,000  △ 　1,836,000

教 育 活 動 外 収 支 差 額    61,345,000  139,752,000  △  78,407,000
経 常 収 支 差 額  △△ 272,978,000  1,981,504,000 △△  2,254,482,000

特

別

収

支

科　　　　　目 2022年度予算 2021年度補正予算 差　　異

事 業 活 動
収 入 の 部

資 産 売 却 差 額                                 26,239,000  0 26,239,000
そ の 他 の 特 別 収 入  29,447,000  28,890,000 557,000
特 別 収 入 計  55,686,000  28,890,000 26,796,000

事 業 活 動
支 出 の 部

資 産 処 分 差 額                                 94,141,000  20,813,000 73,328,000
そ の 他 の 特 別 支 出  0  20,000 △ 　20,000
特 別 支 出 計  94,141,000  20,833,000 73,308,000

特 別 収 支 差 額  △△ 38,455,000  8,057,000 △△  46,512,000
〔 予 　 備 　 費 〕  0  0 0
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 △ 　311,433,000 1,989,561,000 △ 　2,300,994,000
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 　6,709,141,000 △ 11,266,089,000 4,556,948,000
当 年 度 収 支 差 額 △ 　7,020,574,000 △ 　9,276,528,000 2,255,954,000
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 19,426,949,199 △ 10,150,421,199 △ 　9,276,528,000
基 本 金 取 崩 額  31,666,000 0 31,666,000
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 26,415,857,199 △ 19,426,949,199 △ 　6,988,908,000

（参考） 事 業 活 動 収 入 計 17,802,105,000 17,928,003,000  △ 　125,898,000
事 業 活 動 支 出 計 18,113,538,000 15,938,442,000  2,175,096,000


